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市民と野党の共闘で国政の転換を目指す「市民
連合@くしろ・ねむろ」は9月5日、釧路市生涯学
習センターで市民集会を開きました。講演や野党
代表の意見表明があり、参集した約50人の市民や
インターネット参加の人々が耳を傾けました。そ
の中で、課題となっている野党統一候補の擁立に
ついて、日本共産党釧根地区委員会の石川明美副
委員長は「統一候補の実現でこそ、自公政権を終
わらせることができる。その実現に全力で取り組
む」と決意を述べ、注目されました。
コロナによる非常事態宣言の中での集会である

ことから無観客開催とし、Youtubeによるインター
ネット配信やビデオ会議アプリzoomでの参加を呼
び掛けての開催となりました。それでも会場に足
を運ばれる市民の方々には、ソーシャル・ディス
タンスに配慮して参加いただきました。
集会ではまず、主催者を代表して工藤和美共同

代表が「国民を置き去りにする自公政権を終わら
せることが我々の一番の課題。思想家ルソーは言っ
ています。゛人々は議員を選挙するときだけ自由
で、その後は奴隷だ゛そうであってはいけないわ
けで、近づく総選挙では、市民と野党の共闘で統
一候補を擁立、国政を転換し我々に政治を取り戻
しましょう」と力強くあいさつしました。

続いて札幌から駆け付けた「市民の風・北海道」
共同代表の川原茂雄さんが「迫る衆議選！市民と
野党の共闘実現に向けて」と題して講演しました。
突然の菅首相の自民党総裁選への立候補取りやめ
については「コロナ対策の失敗、オリンピック・
パラリンピックの強行開催などで支持率が低下、
自民党内からも見放され政権を投げ出した」と結
論付け「追い詰めたのは国民世論と市民と野党の
共闘の力」だとし「4月の本道・長野・広島の補選、
8月の横浜市長選挙での勝利は、野党がまとまれば
勝てる、バラバラだと負けることを端的に示した」
と強調しました。
肝心の市民と野党の共闘については「中央レベ

ルで近く進展がみられるはず。そうすると地方で
も共闘協議が進むだろう」とした上で、全国の選
挙区情勢を説明しました。
▽競合する選挙区=立憲と共産で71人、立憲と国
民で2人、立憲と社民で3人、立憲とれいわで13人、
共産と国民で11人、共産とれいわで12人、国民と
れいわで2人。
ただ、3つの原則▽現職優先▽共闘で勝てる選挙
区は候補を統一▽それ以外は各党が切磋琢磨—と
いうことで市民と政党間の合意ができれば「一気
に統一候補が実現するのでは」と期待感を示しま
した。道段階での市民と野党の共闘については
「政策合意などで統一候補の実現を目指す」とし、
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随時発行します。

川原茂雄市民の風・北海道共同代表
が選挙情勢を詳しく解説

市民と野党の共闘で政治を変えよう！

市民と立憲４野党は協力して
統一候補実現を目指そう！



４つの政策目標を掲げました。▽安保法制の廃止、
改憲阻止、立憲主義と民主主義の回復を目指す▽新
型コロナウイルス感染問題への緊急対応をすすめる
▽権力の私物化を許さず、政治とカネの問題を徹底
究明する▽国民の命と暮らしを守るために、市民と
野党の共闘で政権交代をはかり、日本の政治の流れ
を変える。8月末に「市民の風・北海道」は、各党
（立憲・共産・社民・国民・れいわ）に共闘を要請。
9月1日には各党の幹事長・書記長会談で協議の推進
を確認。これを受け市民の風は、共同街宣や議員と
の懇談、シンポジウムなどで機運を盛り上げ「でき
るだけ早く共闘と政策の合意、選挙協力体制の確立
を目指す」と説明しました。次いで道内各選挙区で
の野党の状況を説明しました。▽立憲=12の小選挙
区すべてに候補を擁立。比例については小選挙区の
候補者について順番を付けず並立とする
▽共産=小選挙区の3、4、5、7、9、12区で擁立、
比例は小選挙区と重複で畠山さんと伊藤さんを立て
る。▽社民=小選挙区は立てず、比例で豊巻さんを
擁立。▽国民=小選挙区は立てず、比例で山崎さん
を擁立。▽れいわ=小選挙区は立てず、比例で門別
さんを擁立
また、各選挙区での市民と野党との共闘の状況は
▽立憲と共産が競合していない区=1、2、6、8、1
0、11
▽立憲と共産が競合している（しそうな）区=3、4、
5、7、9、12
本道全区での統一候補の実現については「すべて

立憲の候補で、ということにはならない。共産党は
対等・平等の共闘関係を求めており、小選挙区の6
人の候補をすべて降ろすことは考えていないと思う」
と競合区がでることも想定、切磋琢磨を強調しまし
た。しかし、統一候補の実現に向け各区の市民の会
は「立候補予定者との懇談・対話。共闘・政策協定
づくりの推進。候補者の支援体制の構築。有権者へ
の働きかけなど積極的に取り組んでいただきたい」
と強く訴えた。
最後に「市民連合@くしろ・ねむろ」について

「昨年来、共同街宣など各種取り組みを展開してお
り、全道で模範的な運動」と評価しました。

講演の後、各党の代表が市民と野党の共闘につい
て提言を行いました。要旨は次の通りです。
▽立憲民主党道7区総支部・しのだ奈保子代表=弁護
士として人権や貧困問題などに取り組んできたが、
個々の対応では限界があることを感じてきた。そこ
で政治を志すことを決意した。子育てや老後など誰
もが安心して生活できる社会の実現を目指し、日本
の端から市民と野党の共闘で政治地図を塗り替えて
いきたい。

▽日本共産党釧根地区委員会・石川明美副委員長=
安倍がそして菅が政権を投げ出して、コロナの最中
に権力闘争に明け暮れている。政治は国民の暮らし
と命を守ることにある。自公に政権を任しておくこ
とはできない。市民と野党の共闘で自公を打倒しよ
う。そのためには小選挙区での野党統一候補が必要。
その実現に全力で取り組む。ただ、共闘は一方的で
はなく、対等・平等、そして本気であることが求め
られる。統一候補の実現でこそ、自公政権を終わら
せることができる。
▽社会民主党釧根支部連合・宮田まどか代表=命を
切り捨てる政治が行われている。菅首相は総裁選撤
退の理由として「コロナ対策に全力」と言ったが、
オリンピック・パラリンピックを強行しておいて、
今さら何を言っているのか。コロナウイルス対策は
「検査」「隔離」「治療」が基本だが、何一つ満足
にやってこなかった。市民と野党の共闘で政治の流
れを変えよう。
▽新社会党釧路支部・横田厚委員長=菅首相の政権
投げ出しは、市民と野党の運動による世論の成果だ。
各補選、横浜市長選での勝利は、地道な努力による
共闘の賜物だ。迫る総選挙で野党統一候補を擁立す
るためには「妥協」と「辛抱」が必要。実現に向け
て積極的に協議を進めるべきだし、我々も取り組む。
また、わが党としては全国で政党要件を獲得するた
めに全力を挙げる構えだ。 End
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立憲民主党・共産党・社民党・新社会党
の各代表が提言でアピール
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